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運用報告書（全体版） 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型） 
インド・ルピーコース（毎月決算型） 

 

 
 

第86期（決算日：2021年１月13日） 

第87期（決算日：2021年２月15日） 

第88期（決算日：2021年３月15日） 

第89期（決算日：2021年４月13日） 

第90期（決算日：2021年５月13日） 

第91期（決算日：2021年６月14日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「国際 アジア・リート・ファン

ド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）」

は、去る６月14日に第91期の決算を行いましたので、

法令に基づいて第86期～第91期の運用状況をまとめ

てご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信  特化型  
信 託 期 間 2023年６月13日まで（2013年９月20日設定） 

運 用 方 針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定したインカ
ムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行
います。 

主要運用対象 

国際 アジア・ 
リート・ファンド 
（通貨選択型） 
インド・ルピー 
コ ー ス 
（毎月決算型） 

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＩＮＲクラス）受益証券およびマネー・
プール マザーファンド受益証券 

アジア・リート・ 
マスター・ファンド 
（ＩＮＲクラス） 

シンガポール・ドルや香港ドルなど複数
の通貨建の日本を除くアジア諸国・地域
の金融商品取引所に上場（これに準ずる
ものを含みます。）している不動産投資信
託（リート）等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運 用 方 法 

・日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場
（これに準ずるものを含みます。）している不動産投
資信託（リート）等に投資します。 

・不動産投資信託（リート）等の安定したインカムゲイ
ンの確保と、値上がり益、および為替差益の獲得を目
指します。 

・シンガポール・ドルや香港ドルなど複数の通貨建の不
動産投資信託（リート）等に投資を行い（以下、不動
産投資信託（リート）等の通貨のことを「原資産通貨」
ということがあります。）、原則として原資産通貨につ
いて原資産通貨売り／インド・ルピー買いの為替取引
を行います。 

主な組入制限 

・投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）への投
資割合には制限を設けません。 

・１発行体等あたりの当ファンドの純資産総額に対す
る比率は、原則として、25％以内とします。 

分 配 方 針 

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収
益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範
囲は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含み
ます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、
残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。（た
だし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わない場
合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 
◆当ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信

用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けてお
り、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える可
能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高いも
のを、特化型としています。 
＊ 寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり

の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ
たりの構成比率を指します。 

◆当ファンドは、日本を除くアジア諸国・地域の金融商品取引所に上場
している不動産投資信託（リート）等に実質的に投資します。当ファ
ンドの投資対象には支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄への投
資が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財務
状況の悪化が生じた場合には、大きな損失が発生することがあります。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　当作成期（過去６ヵ月間）の運用で主眼におい
たポイントをご説明させていただきます。
配当利回りなどの面で相対的に投資妙味が高いと
思われる銘柄を中心にポートフォリオを構築しま
した。

【第91期末における主なリート市場への投資比率
と投資のポイント】

◎シンガポール　71.7％
　シンガポール市場は、欧米諸国と比較して新型
コロナウイルスの新規感染者数が落ち着いている
ことや、政府による対応策などが講じられている
ことなどからリート価格も底堅く推移しておりま
す。不動産の用途別では、小売りは、いまだに観
光客が戻ってきていないにも関わらず、ショッピ
ングモールの来場者数はコロナ禍以前の90％程度
の水準まで回復してきており、今後の新型コロナ
ウイルスワクチンの接種の進展に伴う更なる経済
の正常化などを背景に足下の回復基調は継続する
とみています。オフィスは、空室率や賃料との相
関が相対的に高い国内総生産（ＧＤＰ）の回復や
テレワークの浸透に引き続き左右されるとみてい
ます。短期的には新型コロナウイルス感染再拡大
などによるテレワークの浸透の加速や、経済成長
の落ち込みなどの懸念はあるものの、長期的には
オフィス中心地にある立地の良いオフィスや広い
面積を有するオフィスへの需要は底堅く、オフィ
ス勤務への回帰が高まる可能性があるとみていま
す。産業用施設は、電子商取引（ｅコマース）の
台頭などを背景とした物流の需要拡大の恩恵を受
けており、今後も底堅いとみております。また倉
庫などについては、ワクチンの保管やサプライ

チェーン管理、ビジネスパークについてはハイテ
ク関連からの需要が拡大しております。

◎香港　27.0％
　香港市場は、新型コロナウイルス感染者数の減
少や世界的に新型コロナウイルスワクチンの接種
が拡大していることなどを受けて、リート価格は
コロナ禍以前の水準にまで回復してきてはいるも
のの、依然として、バリュエーションなどの面で
正当化できない割安な水準だとみています。不動
産の用途別では、小売りは、オンラインショッピ
ングの台頭はあるものの、引き続き影響はかなり
限定的となっており、ショッピングモールなどの
商業用施設での消費需要は依然として底堅いとみ
ています。特に、住宅地に近く生活必需品が取扱
商品の中心である商業用施設を保有するリートに
ついては価格の大幅な回復を見込んでおります。
同国のリート市場の時価総額の大半を占める大手
小売りリートの2021年４月に発表された業績ガイ
ダンスは底堅い内容となりました。オフィスは、
短期的な需要後退懸念はあるものの、テレワーク
が構造的に安定して浸透するとはみておらず、今
後は中国本土企業からの需要回復なども受けて、
オフィス需要は底堅いとみております。

イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）リミテッド
エクイティ・インカム・チーム
ポートフォリオ・マネジャー
パーリー・ヤップ

（注）上記の投資比率はアジア・リート・マスター・
ファンド全体における対純資産比率です。

（注）上記は、アジア・リート・マスター・ファンドの
資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもの
です。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
62期(2019年１月15日) 7,002 120 0.1 － － 99.0 77,493 

63期(2019年２月13日) 7,326 120 6.3 － － 100.0 98,809 

64期(2019年３月13日) 7,608 120 5.5 － － 98.9 133,725 

65期(2019年４月15日) 7,728 120 3.2 － － 99.0 134,316 

66期(2019年５月13日) 7,416 120 △ 2.5 － － 98.9 127,778 

67期(2019年６月13日) 7,531 120 3.2 － － 99.0 128,385 

68期(2019年７月16日) 7,749 120 4.5 － － 98.9 130,179 

69期(2019年８月13日) 7,066 120 △ 7.3 － － 99.0 117,499 

70期(2019年９月13日) 7,097 120 2.1 － － 98.9 116,886 

71期(2019年10月15日) 7,044 120 0.9 － － 99.0 114,451 

72期(2019年11月13日) 6,743 120 △ 2.6 － － 98.5 108,352 

73期(2019年12月13日) 6,761 120 2.0 － － 98.9 105,373 

74期(2020年１月14日) 6,793 120 2.2 － － 98.9 103,827 

75期(2020年２月13日) 6,755 120 1.2 － － 98.7 99,960 

76期(2020年３月13日) 5,539 120 △16.2 － － 98.8 79,603 

77期(2020年４月13日) 4,719 120 △12.6 － － 98.0 66,762 

78期(2020年５月13日) 4,881 70 4.9 － － 97.8 68,334 

79期(2020年６月15日) 5,067 70 5.2 － － 98.7 66,860 

80期(2020年７月13日) 5,058 70 1.2 － － 99.0 63,572 

81期(2020年８月13日) 4,958 70 △ 0.6 － － 98.7 59,405 

82期(2020年９月14日) 5,006 70 2.4 － － 98.9 57,734 

83期(2020年10月13日) 4,908 70 △ 0.6 － － 99.0 55,020 

84期(2020年11月13日) 4,792 70 △ 0.9 － － 98.7 51,247 

85期(2020年12月14日) 4,831 70 2.3 － － 98.8 49,661 

86期(2021年１月13日) 4,967 70 4.3 － － 98.8 49,805 
87期(2021年２月15日) 4,845 70 △ 1.0 － － 99.0 47,439 

88期(2021年３月15日) 4,993 70 4.5 － － 99.0 49,052 

89期(2021年４月13日) 4,961 70 0.8 － － 98.8 48,787 

90期(2021年５月13日) 5,040 70 3.0 － － 98.9 49,124 

91期(2021年６月14日) 5,201 70 4.6 － － 99.0 50,789 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第86期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2020年12月14日 4,831 － － － 98.8 

12月末 4,925 1.9 － － 99.0 

(期  末)      

2021年１月13日 5,037 4.3 － － 98.8 

第87期 

(期  首)      

2021年１月13日 4,967 － － － 98.8 

１月末 4,918 △1.0 － － 98.9 

(期  末)      

2021年２月15日 4,915 △1.0 － － 99.0 

第88期 

(期  首)      

2021年２月15日 4,845 － － － 99.0 

２月末 5,020 3.6 － － 99.0 

(期  末)      

2021年３月15日 5,063 4.5 － － 99.0 

第89期 

(期  首)      

2021年３月15日 4,993 － － － 99.0 

３月末 5,221 4.6 － － 98.9 

(期  末)      

2021年４月13日 5,031 0.8 － － 98.8 

第90期 

(期  首)      

2021年４月13日 4,961 － － － 98.8 

４月末 5,124 3.3 － － 99.0 

(期  末)      

2021年５月13日 5,110 3.0 － － 98.9 

第91期 

(期  首)      

2021年５月13日 5,040 － － － 98.9 

５月末 5,180 2.8 － － 99.1 

(期  末)      

2021年６月14日 5,271 4.6 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

運用経過
第86期～第91期：2020年12月15日～2021年６月14日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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（百万円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2020/12/14 2021/２/12 2021/４/12 2021/６/11

純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第 86 期 首 4,831円
第 91 期 末 5,201円
既払分配金 420円
騰 落 率 17.0％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ17.0％（分配金再投資ベース）の
上昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

シンガポール国内で新型コロナウイルスワクチンの接種が本格的
に開始されたことに加え、国内の主要経済指標の一部が堅調で
あったことや、シンガポールリートの底堅い決算や業績ガイダン
スの発表などを好感し、シンガポールリートの価格が上昇したこ
とが、基準価額のプラスに寄与しました。
香港政府が新型コロナウイルスの防疫措置を一部緩和したこと
や、感染拡大が落ち着きを見せたことなどを好感し、香港のリー
ト価格が上昇したことが、基準価額のプラスに寄与しました。
個別銘柄では、当作成期間に発表された業績ガイダンスが底堅い
内容となった、アジア・リート市場で時価総額最大級のリート銘
柄である「LINK REIT（香港）」の上昇や、香港や中国を中心
に、モールやオフィス及びビジネスパークを手掛ける
「MAPLETREE NORTH ASIA COM（シンガポール）」の上昇
などがプラスに寄与しました。
インド・ルピーが円に対して上昇したことが、基準価額のプラス
に寄与しました。
原資産通貨＊売り／インド・ルピー買いの為替取引によるプレミ
アム（金利差相当分の収益）が、基準価額のプラスに寄与しまし
た。
＊投資を行うリート等の通貨を「原資産通貨」といいます。以下同じ。

上昇要因

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

第86期～第91期：2020年12月15日～2021年６月14日

投資環境について

アジア・リート市況の推移（当作成期首を100として指数化）

（注）グラフはＳ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数のうち、上記２ヵ国・地域の各指数（現地通貨建配当込み）を使用して
います。

（注）Ｓ＆ＰグローバルＲＥＩＴ指数とは、Ｓ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックスＬＬＣが有する各株価指数の採用
銘柄の中から、原則として不動産投資信託（ＲＥＩＴ）および同様の制度に基づく銘柄の浮動株修正時価総額に
基づいて算出される指数です。同指数はＳ＆Ｐダウ・ジョーンズ・インデックス（Ｓ＆Ｐ ＤＪＩ）の商品であり、
これを利用するライセンスが三菱ＵＦＪ国際投信株式会社に付与されています。Ｓ＆Ｐ ＤＪＩは、同指数の誤り、
欠落、または中断に対して一切の責任を負いません。

（注）現地日付ベースで記載しております。

90

100

110

120

2020/12/11 2021/２/10 2021/４/９ 2021/６/10

シンガポール

香港

アジア・リート市況
アジア・リート市場は、当作成期間を通
しては上昇しました。
シンガポール市場は上昇しました。当作
成期首から2021年１月中旬にかけては、
経済・社会活動制限の緩和や、新型コロ
ナウイルスワクチンの接種が本格的に開
始されたことなどを好感し上昇したもの
の、３月上旬にかけては、世界的に長期
金利が上昇したことなどを嫌気し下落し

ました。その後は、５月上旬から中旬に
かけて、シンガポール政府による新型コ
ロナウイルス対策の厳格化などを受けて
下落する局面があったものの、国内の主
要経済指標の一部が堅調であったことや、
シンガポールリートの底堅い決算や業績
ガイダンスの発表などを好感し底堅く推
移しました。不動産用途別では、昨年、
出遅れ感のあったオフィスを中心に上昇
しました。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）

（注）現地日付ベースで記載しております。

95

100

105

110

2020/12/11 2021/２/10 2021/４/９ 2021/６/10

円・インドルピー
為替市況
当作成期間を通してみると、インド・ル
ピーは対円で上昇しました。
当作成期首から2021年３月末にかけては、
2020年第４四半期のＧＤＰがプラス成長
となったことが発表されたことや、イン
ド国内の新型コロナウイルスワクチンの
接種拡大などを好感し上昇しました。ま
たインド準備銀行（ＲＢＩ）がインド・
ルピー高に容認姿勢を示したことなども
インド・ルピーの下支えとなりました。
その後は、新型コロナウイルスの感染拡
大などを受けて大きく下落する局面が
あったものの、足下は落ち着きを取り戻
しつつあり、底堅く推移しております。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調

整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、足
下のコール・レートは－0.015％となり
ました。

香港市場は、当作成期首から2021年２月
上旬にかけては、香港や東南アジア各国
での新型コロナウイルスの感染拡大など
を嫌気し下落しました。その後は、香港
政府が新型コロナウイルスの防疫措置を

一部緩和したことや、感染拡大が落ち着
きを見せたことなどを好感し、上昇しま
した。また、同国の大手小売りリートが
発表した業績ガイダンスが底堅い内容と
なったことなども好感されました。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

国際 アジア・リート・ファンド（通貨
選択型）インド・ルピーコース（毎月
決算型）
当作成期を通じて、円建の外国投資信託
であるアジア・リート・マスター・ファ
ンド（ＩＮＲクラス）受益証券を高位に
組み入れ、マネー・プール　マザーファ
ンド受益証券への投資も行いました。
当作成期末においては、アジア・リー
ト・マスター・ファンド（ＩＮＲクラ
ス）を99.0％、マネー・プール　マザー
ファンドを0.0％組み入れています。

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＩＮＲクラス）
主としてシンガポール・ドルや香港ドル
など複数の通貨建の日本を除くアジア諸
国・地域の金融商品取引所に上場（これ
に準ずるものを含みます。）している
リート等に投資しました。
国債利回りと比較して、配当利回りに妙
味があると判断した銘柄を中心に投資を
行いました。

銘柄入替のポイントは以下の通りです。

売買動向
FRASERS CENTREPOINT TRUS（シン
ガポール）：小売り全体の事業環境の回
復見通しが明るいことや、郊外の地元住
民向けモールの底堅い業績などを評価し、
一部買付を行いました。
CAPITALAND INTEGRATED CO（シン
ガポール）：バリュエーションの面など
で投資妙味が低下したと判断し、一部売
却を行いました。

組み入れる原資産通貨に対して、原資産
通貨を実質的にインド・ルピー建となる
ように原資産通貨売り／インド・ルピー
買いの為替取引を行いました。

マネー・プール　マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第86期

2020年12月15日～
2021年１月13日

第87期
2021年１月14日～
2021年２月15日

第88期
2021年２月16日～
2021年３月15日

第89期
2021年３月16日～
2021年４月13日

第90期
2021年４月14日～
2021年５月13日

第91期
2021年５月14日～
2021年６月14日

当期分配金
（対基準価額比率）

70
（1.390％）

70
（1.424％）

70
（1.383％）

70
（1.391％）

70
（1.370％）

70
（1.328％）

当期の収益 33 30 33 42 43 46

当期の収益以外 36 40 36 28 26 24

翌期繰越分配対象額 1,784 1,745 1,709 1,681 1,655 1,632

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

国際 アジア・リート・ファンド（通貨
選択型）インド・ルピーコース（毎月
決算型）
引き続き、円建の外国投資信託であるア
ジア・リート・マスター・ファンド（Ｉ
ＮＲクラス）受益証券に投資を行います。
また、マネー・プール　マザーファンド
受益証券への投資も行います。

アジア・リート・マスター・ファンド
（ＩＮＲクラス）
引き続き、主としてシンガポール・ドル
や香港ドルなど複数の通貨建の日本を除
くアジア諸国・地域の金融商品取引所に
上場（これに準ずるものを含みます。）
しているリート等に投資を行います。
原則として原資産通貨について原資産通
貨売り／インド・ルピー買いの為替取引
を行います。
ポートフォリオの構築にあたっては、市
場価格が個別銘柄の適正価格を正しく反
映していない結果生じている割安度合い
などを重視する方針です。
足下のアジア・リート市場は、世界的に
新型コロナウイルスワクチンの接種が拡
大していることなどを受けて、ワクチン
普及による世界経済の正常化期待などを
背景に、世界の金融市場が徐々に落ち着
きを取り戻す中で投資家心理が改善しつ

つあります。また長期金利の上昇につい
ては、経済活動の正常化期待などを織り
込む結果での上昇であれば、不動産賃料
の値上げなどにも繋がり、リートにとっ
てはプラスになるとみています。
シンガポールは、欧米諸国と比べると新
型コロナウイルスの新規感染者数が落ち
着いていることや、政府による対応策な
どが講じられたため、シンガポールの
リート市場は相対的に底堅く推移してい
ます。また、テクノロジー企業の誘致や
新しい拠点のエリアとして期待されてお
り、オフィス市場はこうした恩恵を享受
できると期待されます。不動産の用途別
では、小売りやホテルの事業環境を慎重
にみている一方、オフィスについては、
新型コロナウイルスの直接的な影響を受
けにくく底堅いとみています。また、産
業用施設は、短期的にはサプライチェー
ンへの影響などが懸念されるものの、中
長期的にはｅコマースの台頭などを背景
とした物流の需要拡大が期待されます。
実物不動産市場に関しては、中長期的に
は優良オフィス不動産を中心にテナント
の需要が底堅いことなどから、不動産
ファンダメンタルズは底堅いとみていま
す。引き続き、配当利回りの水準が国債
利回りや他のグローバル・リート市場と
の比較で相対的に魅力的な水準にあるこ

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

となどに注目しています。
香港については、郊外に立地し生活必需
品が取扱商品の中心である商業施設を主
要投資対象とする銘柄を有望とみていま
す。新型コロナウイルスの感染拡大や経
済成長を巡る不透明感などが、短期的に
香港の小売売上高やリートの上値を抑え
る要因となっていましたが、足下では、
状況が落ち着きを取り戻しつつあり、
ショッピングモール等の商業施設の来客
数は以前と同水準程度にまで回復してき
ております。最大手リートが保有する小
売り物件は地元顧客向けのスーパーマー
ケット等が中心であるため、外国人観光
客の落ち込みを受けた業績への影響等は
相対的に限定的とみています。
今後も、市場価格が個別銘柄の価値を正
しく反映していない結果生じている割安
度合いなどを分析し、ポートフォリオを
構築する方針です。

マネー・プール　マザーファンド
消費者物価の前年比は依然として２％を
大きく下回っており、今後も日銀による
金融緩和政策が継続すると想定されるこ
とから、短期金利は引き続き低位で推移
すると予想しています。以上の見通しに
より、コール・ローン等への投資を通じ
て、安定した収益の確保をめざした運用
を行う方針です。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

2020年12月15日～2021年６月14日

１万口当たりの費用明細

項目
第86期～第91期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 31 0.620 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (10) (0.192) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (21) (0.411) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.017) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.005 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 31 0.625

作成期中の平均基準価額は、5,027円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）
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5

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.05％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.05

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.25

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.72

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.08

総経費率
2.05％ 当ファンド

1.25％

投資先
ファンド
0.80％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

運用管理費用
（販売会社）
0.83％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.72％

運用管理費用以外
0.08％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

― 13 ―
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2020年12月15日～2021年６月14日) 

 

 

銘 柄 
第86期～第91期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・リート・マスター・ファンド（ＩＮＲクラス） 7,054,552 4,085,832 14,831,541 8,522,120  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月15日～2021年６月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年６月14日現在) 

 

銘 柄 
第85期末 第91期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・リート・マスター・ファンド（ＩＮＲクラス） 90,200,263 82,423,273 50,302,923 99.0 

合 計 90,200,263 82,423,273 50,302,923 99.0 
 

（注） 比率は国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第85期末 第91期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 99 99 100 
 
 
 

 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2021年６月14日現在) 

項 目 
第91期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 50,302,923 96.8 

マネー・プール マザーファンド 100 0.0 

コール・ローン等、その他 1,680,878 3.2 

投資信託財産総額 51,983,901 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第86期末 第87期末 第88期末 第89期末 第90期末 第91期末 

2021年１月13日現在 2021年２月15日現在 2021年３月15日現在 2021年４月13日現在 2021年５月13日現在 2021年６月14日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 50,692,468,241   48,420,904,366   49,924,699,822   49,697,595,100   49,996,070,949   51,983,901,038   

 コール・ローン等 1,337,868,261   1,306,401,459   1,350,328,708   1,405,457,397   1,364,910,810   1,680,877,361   

 投資信託受益証券(評価額) 49,201,709,970   46,965,832,897   48,571,951,104   48,221,537,693   48,578,610,129   50,302,923,667   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 100,010   100,010   100,010   100,010   100,010   100,010   

 未収入金 152,790,000   148,570,000   2,320,000   70,500,000   52,450,000   －   

(B) 負債 887,031,030   981,474,591   872,671,270   910,502,088   871,109,564   1,194,536,120   

 未払金 －   －   －   190,000   26,770,000   82,290,000   

 未払収益分配金 701,965,023   685,429,108   687,693,506   688,348,651   682,298,197   683,563,860   

 未払解約金 133,906,077   240,221,116   138,233,239   171,631,388   110,867,745   373,575,122   

 未払信託報酬 50,710,912   55,334,450   46,334,060   49,890,331   50,724,330   54,623,396   

 未払利息 257   244   438   222   413   363   

 その他未払費用 448,761   489,673   410,027   441,496   448,879   483,379   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 49,805,437,211   47,439,429,775   49,052,028,552   48,787,093,012   49,124,961,385   50,789,364,918   

 元本 100,280,717,712   97,918,444,138   98,241,929,548   98,335,521,642   97,471,171,135   97,651,980,008   

 次期繰越損益金 △ 50,475,280,501   △50,479,014,363   △49,189,900,996   △49,548,428,630   △48,346,209,750   △46,862,615,090   

(D) 受益権総口数 100,280,717,712口 97,918,444,138口 98,241,929,548口 98,335,521,642口 97,471,171,135口 97,651,980,008口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,967円 4,845円 4,993円 4,961円 5,040円 5,201円 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第86期 第87期 第88期 第89期 第90期 第91期 

2020年12月15日～ 
2021年１月13日 

2021年１月14日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月13日 

2021年４月14日～ 
2021年５月13日 

2021年５月14日～ 
2021年６月14日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 348,439,840   357,387,237   339,941,572   463,421,301   442,206,510   460,471,141   

 受取配当金 348,449,628   357,392,643   339,946,464   463,424,616   442,210,823   460,480,305   

 受取利息 225   106   －   －   －   －   

 支払利息 △        10,013   △         5,512   △         4,892   △         3,315   △         4,313   △         9,164   

(B) 有価証券売買損益 1,760,932,006   △   808,074,552   1,832,946,286   △    58,241,116   1,044,473,820   1,833,647,391   

 売買益 2,113,376,731   380,920,419   2,202,549,211   477,375,235   1,519,382,233   2,540,785,493   

 売買損 △   352,444,725   △ 1,188,994,971   △   369,602,925   △   535,616,351   △   474,908,413   △   707,138,102   

(C) 信託報酬等 △    51,159,673   △    55,824,123   △    46,744,087   △    50,331,827   △    51,173,209   △    55,106,775   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,058,212,173   △   506,511,438   2,126,143,771   354,848,358   1,435,507,121   2,239,011,757   

(E) 前期繰越損益金 △21,519,244,350   △19,220,440,345   △19,687,350,148   △17,570,768,178   △17,224,861,170   △15,815,607,523   

(F) 追加信託差損益金 △30,312,283,301   △30,066,633,472   △30,941,001,113   △31,644,160,159   △31,874,557,504   △32,602,455,464   

 (配当等相当額) (  18,253,175,493)  (  17,471,428,354)  (  17,139,314,783)  (  16,804,859,268)  (  16,386,411,222)  (  16,166,924,300)  

 (売買損益相当額) (△48,565,458,794)  (△47,538,061,826)  (△48,080,315,896)  (△48,449,019,427)  (△48,260,968,726)  (△48,769,379,764)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △49,773,315,478   △49,793,585,255   △48,502,207,490   △48,860,079,979   △47,663,911,553   △46,179,051,230   

(H) 収益分配金 △   701,965,023   △   685,429,108   △   687,693,506   △   688,348,651   △   682,298,197   △   683,563,860   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △50,475,280,501   △50,479,014,363   △49,189,900,996   △49,548,428,630   △48,346,209,750   △46,862,615,090   

 追加信託差損益金 △30,673,293,884   △30,458,307,248   △31,294,672,059   △31,919,499,620   △32,127,982,549   △32,836,820,216   

 (配当等相当額) (  17,892,164,910)  (  17,079,754,578)  (  16,785,643,837)  (  16,529,519,807)  (  16,132,986,177)  (  15,932,559,548)  

 (売買損益相当額) (△48,565,458,794)  (△47,538,061,826)  (△48,080,315,896)  (△48,449,019,427)  (△48,260,968,726)  (△48,769,379,764)  

 分配準備積立金 1,509,994   9,273,429   7,727,259   7,667,442   5,606,147   5,679,076   

 繰越損益金 △19,803,496,611   △20,029,980,544   △17,902,956,196   △17,636,596,452   △16,223,833,348   △14,031,473,950   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 102,794,222,651円 

作成期中追加設定元本額 9,139,333,313円 

作成期中一部解約元本額 14,281,575,956円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.5201円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は46,862,615,090円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2020年12月15日～ 
2021年１月13日 

2021年１月14日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月13日 

2021年４月14日～ 
2021年５月13日 

2021年５月14日～ 
2021年６月14日 

費用控除後の配当等収益額 339,988,262円 301,563,114円 332,630,797円 413,089,474円 426,987,598円 449,411,211円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 18,253,175,493円 17,471,428,354円 17,139,314,783円 16,804,859,268円 16,386,411,222円 16,166,924,300円 

分配準備積立金額 2,476,172円 1,465,647円 9,119,022円 7,587,158円 7,491,701円 5,466,973円 

当ファンドの分配対象収益額 18,595,639,927円 17,774,457,115円 17,481,064,602円 17,225,535,900円 16,820,890,521円 16,621,802,484円 

１万口当たり収益分配対象額 1,854円 1,815円 1,779円 1,751円 1,725円 1,702円 

１万口当たり分配金額 70円 70円 70円 70円 70円 70円 

収益分配金金額 701,965,023円 685,429,108円 687,693,506円 688,348,651円 682,298,197円 683,563,860円 
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国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第86期 第87期 第88期 第89期 第90期 第91期 

１万口当たり分配金（税込み） 70円 70円 70円 70円 70円 70円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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